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市職員は、財政再建に向け、今年 7月から来年 3月までの給与カットにより協力をしています。今後、

二度とこのような事態を起こさないためにも、また市民サービスの提供をこれ以上低下させないために

も『福井市財政再建計画』の策定が急務となっています。この度、この計画の策定に伴い、市当局より

「職員体制及び給与体系」の見直し提案を受けました。給与体系の見直しという話を耳にすれば、また

給与カットをするのかと憤りを覚える方もいらっしゃるかもしれませんが、市職労は、来年 4月には本

来の給与額に必ず復帰することを条件に交渉に臨みます。 

市職労は、財政再建に取り組む必要性及びそれに協力していく考えではありますが、歳出にある人件

費の縮減については、財政再建に取り組む職員のモチベーション維持と生活への影響を最大限に考慮し、

真摯な交渉のもとで、私たちの賃金や労働条件について決定することを市当局に求めていきます。 

◆◆市当局からの「職員体制及び給与体系」の見直し提案内容◆◆ 

（１）職員体制の見直し → 今後、当局と協議していきます。 
① 定員の適正化 
【市全体の職員数の適正化】第 4 次定員適正化計画（平成 31 年度まで）の期間を、33 年度(H34.4.1職員数)

まで延長。計画には H35.4.1 職員数まで目標設定 
【一般行政部門の職員数の適正化】行政需要の変化や事務事業の縮減等を反映するとともに、中核市定員

モデル試算による職員数との乖離(約 60人)を参考にしながら、適正な職

員数の目標設定 

② 級別職員数の適正化 
【昇任制度の見直し】級別職員数のバランスを、平成 30 年度中に見直しに着手し、複数年かけて適正化 

 4 級［副主幹］（4年→5年）と 5級［主幹］（5年→4年）の必要在位年数の見直し 

 昇任試験の運用の見直しを行い、厳しい選抜試験は 5級に実施 

③ 等級別基準職務表の適正化 
【給料等級の見直し】平成 31 年度の昇任者から順次見直しを行い、複数年をかけて適正化 

 ※現在 6 級や 8 級の職員は現状のままであり、降格はしない。 

 非管理職の課長補佐（補職：主幹）の給料等級の見直し（6 級→5 級） 

 次長（補職：副理事）の給料等級見直し（8級→職責に応じて一部を 7級） 

（２）給与体系の見直し → 今後、当局と交渉していきます。 
① 給料表の適正化 
【給料表の号給継ぎ足し廃止】給料表４～６級における号給の継足しを廃止 

② 現給保障の廃止 
【現給保障制度の廃止】国は 29年度末に廃止、県は 31 年度末に廃止予定。 

  本市も早期に制度を廃止し、55歳以上の管理職職員に対する 0.9％の減額措置も廃止 

③ 各種手当の見直し 
【額の見直し又は廃止】通勤手当、特殊勤務手当（保育業務手当・幼児保育手当・企業局緊急呼出手当）、

宿日直手当を見直す。 

財政再建計画期間内(H31～35)における見直しを目指す。 

  
裏面につづく 



 

 ◆◆組合としての今後の対応◆◆ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通常価格 8,100円（税込）▶7,600 円（税込） 
 

                                
●申し込みは 

職員組合まで（℡：20-5590）● 

 

 

 

湯快リゾート各館で利用できます。 

有効期限は購入日より 1 年間となります。 

釣り銭のお渡し、現金との引替え、払戻しはできません。 

入湯税は別途ご精算となります。 

○財政再建計画については、「基金繰入に頼らない」「見込みのあまい予算編成をしない」「全ての事業の

効果性等を検証する」など、今までの財政運営を見直し、安定した運営の実現を重視してもらいたい。 

○人件費の縮減については、他の自治体と比較してラスパイレス指数が高いと言われているが、この指

数は単純な人件費比較に用いるには不適当な指針である上に、指数の高さが財政状況の悪化に直接影

響しているとは言い切ることはできない。業務内容や市民サービスへの貢献度に見合った人件費とな

っているのかを重視すべきである。 

○定員の適正化にあたっては、職員が負担となっている業務や事業の見直しをしっかり進める中で、職

員数の目標設定をしてもらいたい。 

○給与体系の見直しでは、職員一人一人がモチベーションを保ち市政に取り組めるよう、また職員の生

活への影響を十分に考慮してもらいたい。 

 

市職労としては、今後の市政改善に取り組むのは私たち職員一人一人であり、その職員のモチベーシ

ョンを保つために、市当局には組合との誠意ある交渉とビジョンや計画の納得性を示すよう求めていき

ます。 

 

組合員の皆様には、市当局の提案に対する反論や意見、今後福井市が取り組むべきアイディアなどを

組合まで届けていただきますようお願いします。 

 

＜9 月 5 日（水） 18:00～ 地下食堂＞ 

18:00～18:45    ケーキバイキングで過ごしましょう！ 

18:45～19:30 頃   紙芝居 

※ユアーズホテルのケーキです！ 

 

抽選 50名！ 

グループでもお一人で

もお待ちしています 

湯快リゾート宿泊券 割引にて販売します 

9/5（水）ケーキバイキングと紙芝居を開催します。 
 共済会・職員組合共催事業 

知っときたい話 

盛りだくさん！ 


